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週末は上田創造館へ行こう！ 
　上田創造館では、完全学校週５日制に伴い、週末に
小中学生を対象にした特別イベントが行われています。 
２月には折り紙教室などが開催され、参加された皆さんは、
熱心に作品づくりに取り組んでいました。 
　４月以降も様々なイベントが予定されています。皆さん
も一度参加されてみてはいかがでしょうか。 
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印刷�有限会社 大和印刷 

親子パソコン教室「オリジナルカレンダー作り！」〔２月７日（土）〕 

折り紙教室「おひなさまや動物を折ろう」〔２月２２日（日）〕 

模型飛行機を作ろう〔２月１４日（土）〕 



　
上
田
地
域
広
域
連
合
は
市
町
村
と
連
携
・
協
力
し
、住
民
の

皆
さ
ん
に
効
率
的
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、

平
成
１０
年
に
発
足
し
、今
年
度
で
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

　
平
成
１５
年
度
も
様
々
な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、住
民

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、今
年
度
に
行
っ
た
主
な
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
写
真
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。 

～ この1年を振り返って  
 

５
月
２
日（
写
真
�
） 

青
木
村
図
書
館（
エ
コ
ー
ル
構
成
図
書
館
）

が
新
設
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
木
造
の

館
内
は
、ゆ
と
り
と
木
の
温
も
り
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。 

５
月
２８
日
〜
３０
日
 

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
５
月
臨
時
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

６
月
８
日（
写
真
�
） 

上
田
市
砥
石
城
跡
コ
ー
ス
で
「
親
子
ふ
れ

あ
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

６
月
２０
日
〜
２２
日（
写
真
�
） 

東
京
・
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
で
行

わ
れ
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
０
３
」
に
出
展
し
、３６
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
掲
載
し
た
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
マ
ッ
プ
の
配
布
や
地
域
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。 

７
月
２０
日（
写
真
�
） 

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、女

優
小
山
明
子
さ
ん
を
招
き
、介
護
保
険

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

７
月
２4
日（
写
真
�
） 

東
部
町
文
化
会
館
に
お
い
て
、千
葉
大

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、紙
す
き
や
と
う

も
ろ
こ
し
の
収
穫
体
験
、地
元
の
か
た

と
の
交
流
を
交
え
た
「
ふ
る
さ
と
新
発

見
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

１０
月
５
日（
写
真
�
） 

丸
子
町
文
化
会
館
に
お
い
て
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、在
住
外
国

人
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
じ
て
異
文

化
へ
の
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

１０
月
１７
日
 

上
田
市
市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
に
お
い
て
日

本
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
協
会
副
会
長
園
田
正

彦
氏
を
迎
え
「
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

１０
月
１８
日（
写
真
�
） 

東
部
町
湯
の
丸
高
原
籠
ノ
登
山
登
山
コ

ー
ス
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

頂
上
か
ら
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

１０
月
２４
日（
写
真
�
） 

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
３
課
８

消
防
署
の
出
動
体
制
、現
場
指
揮
体
制

の
強
化
並
び
に
各
応
援
機
関
と
の
連
携

１１
月
１５
日
〜
１６
日（
写
真
�
） 

東
京
「
神
宮
外
苑
い
ち
ょ
う
祭
り
」
に
あ

わ
せ
て
、上
小
地
域
物
産
展
を
開
催
し
、

首
都
圏
の
皆
さ
ん
に
上
田
地
域
の
特
産

品
販
売
と
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

１２
月
１３
日
 

ク
リ
ス
マ
ス
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
グ
ラ
ン
プ

リ
２
０
０
３
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。 

１
月
２９
日
 

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
早
稲

田
大
学
大
学
院
教
授
寄
本
勝
美
氏
を
招

き
地
方
分
権
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

２
月
１７
日
〜
１９
日
 

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
２
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

�トレッキングツアー〔10月18日〕

�アウトドアズフェスティバル２００３〔6月20日～22日〕 �親子ふれあいトレッキング〔6月8日〕 �青木村図書館新設オープン〔5月2日〕 
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～上田地域 広域連合 
（平成15年度） 

学
教
授
大
森
彌
氏
を
招
き
、地
方
分
権

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

７
月
３１
日
 

上
小
諏
訪
地
域
間
高
規
格
道
路
建
設
促

進
期
成
同
盟
会
総
会
を
上
田
市
内
で
開

催
し
ま
し
た
。 

８
月
２４
日（
写
真
�
） 

上
田
創
造
館
に
お
い
て
「
地
域
の
ご
み

問
題
を
考
え
る
」
講
演
会
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。 

９
月
７
日
 

上
田
市
陸
上
競
技
場
一
帯
で
「
上
小
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
０３
」
を
開
催

し
ま
し
た
。（
開
催
支
援
） 

９
月
９
日（
写
真
�
） 

「
救
急
の
日
」
に
あ
わ
せ
て
救
急
隊
員

の
仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
目
的
で
、上

田
市
医
師
会
と
小
県
郡
医
師
会
か
ら
看

護
師
、准
看
護
師
の
皆
さ
ん
９
人
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、救
急
業
務
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

９
月
１３
日（
写
真
�
） 

東
部
町
・
真
田
町
、長
門
町
・
和
田
村
の

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、上
田
市
立

神
科
小
学
校
に
お
い
て
、児
童
、先
生
が

参
加
し
、大
規
模
学
校
火
災
想
定
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。 

１０
月
２６
日（
写
真
�
） 

武
石
村
に
お
い
て
「
第
１８
回
上
小
市
町

村
対
抗
駅
伝
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
開
催
支
援
） 

１０
月
２８
日
〜
３１
日
 

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
１０
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

１１
月
７
日（
写
真
�
） 

毎
年
、１１
月
９
日
を
「
１
１
９
番
の
日
」

と
し
て
、防
火
防
災
の
一
層
の
高
揚
と
住

民
の
皆
さ
ん
に
消
防
行
政
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、火
事
や
救
急
に

対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、今
年
も
広
域
管
内
の
住
民

の
皆
さ
ん
２４
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

救
助
隊
訓
練
の
見
学
、は
し
ご
車
の
体

験
乗
車
、通
信
指
令
室
の
見
学
等
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

２
月
２８
日
 

子
供
向
け
地
域
映
像
制
作
事
業
発
表
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

３
月
１２
日
〜
１4
日
 

第
８
回
上
田
・
小
県
映
像
祭
作
品
展
示

会
を
上
田
創
造
館
で
開
催
し
ま
し
た
。 

３
月
２３
日
 

上
田
創
造
館
に
お
い
て
「
生
ご
み
問
題

を
考
え
る
」
講
演
会
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。 

�ふるさと新発見ツアー〔9月13日〕

�救急の日〔9月9日〕

�「地域のごみ問題を考える」講演会・パネルディスカッション〔8月24日〕

�千葉大学教授大森彌氏を招いた地方分権研修会〔7月24日〕 �女優の小山明子さんを招いた介護保険講演会〔7月20日〕

�国際交流フェスティバル〔10月5日〕

�上田広域８消防署大規模火災想定訓練〔10月24日〕

�119番の日〔11月7日〕 �東京神宮外苑で開催された上小地域物産展〔11月15日～16日〕

�第１８回上小市町村対抗駅伝大会〔10月26日〕

わ
た
る
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合　　　　　　計 

335,061 

25,553 

1,852,578 

6,593 

114,894 

189,528 

183,094 

952,030 

1,224,352 

165,500 

4,714,122 

5,049,183

290,091 

25,538 

1,827,620 

8,289 

114,894 

191,670 

187,756 

946,760 

1,209,382 

157,376 

4,669,285 

4,959,376

273,117 

19,540 

1,821,163 

6,887 

107,415 

178,643 

196,053 

945,183 

1,073,522 

159,256 

4,507,662 

4,780,779

106.2 

130.7 

100.4 

120.4 

107.0 

107.3 

95.8 

100.2 

112.7 

98.8 

103.6 

103.7

▲44,970 

▲15 

▲24,958 

1,696 

0 

2,142 

4,662 

▲5,270 

▲14,970 

▲8,124 

▲44,837 

▲89,807

一　般　会　計 

会計別 
区　分 平成15年度 

現計予算額 補正予算額 計（A） 

平成14年度 
最終予算額（B） 

A／B 
％ 

特
 
別
 
会
 
計
 

平成15年度  2月補正予算一覧表 

ふるさと市町村圏基金特別会計 

消 防 特 別 会 計  

勤労者福祉センター特別会計 

創 造 館 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

陽 寿 荘 特 別 会 計  

清 浄 園 特 別 会 計  

クリーンセンター特別会計  

斎 場 特 別 会 計  

　 小 　 　 計 　  

（単位：千円） 

 
平
成
１６
年
２
月
上
田
地
域
広
域
連
合
議

会
定
例
会
は
、２
月
１７
日
に
招
集
さ
れ
、２

月
１９
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。
 

　
今
定
例
会
は
、広
域
連
合
の
平
成
１６
年

度
当
初
予
算
（
１１
件
）
を
は
じ
め
、合
計
３０

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、人
事
案
を
除
き
、

所
管
の
総
務
常
任
委
員
会
及
び
保
健
福
祉

常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託
さ
れ
、審

議
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、本
会
議
に
お
い

て
全
て
原
案
ど
お
り
同
意
ま
た
は
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

広
域
連
合
議
会
2
月
定
例
会
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

　
平
成
１５
年
度
２
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

補
正
前
に
比
べ
て
８
’９
８
０
万
７
千
円
の

減
額
と
な
り
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
を

あ
わ
せ
た
補
正
後
の
予
算
総
額
は
４９
億
５
’

９
３
７
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
一
般
会
計
及
び
９
つ
の
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、
４
９
億
６
’５
８
５
万
８
千
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
し
て
１
・
４
％
減
少
、

７
’１
４
３
万
４
千
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
 

平
成
１５
年
度
２
月
補
正
予
算 

平
成
１６
年
度
当
初
予
算 

平成16年度 

予算総額 
49億6,586万円 

消防 
特別会計 

17億8,432万円 
　（35.9％） 

清浄園 
特別会計 
9億6,006万円 
（19.3％） 

クリーンセンター 
特別会計 

12億4,705万円 
（25.1％） 

一般会計
 

2億7,083
万円（5.5

％） 

特別会計
 

46億9,50
3万円（94.5％

） 
斎場特別会計 
1億6,521万円（3.3％） 

介護保険特別会計 
2億651万円（4.2％） 

陽寿荘特別会計 
1億8,187万円（3.7％） 

創造館特別会計 
1億1,320万円（2.3％） 

ふるさと市町村圏基金 
特別会計 
2,990万円（0.6％） 

勤労者福祉センター 
特別会計 
691万円（0.1％） 
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□
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
計
画
策
定
事
業
 
 

 
□
地
域
情
報
化
推
進
事
業
 
 

 
□
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
 
 

 
□
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業
  

 
□
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
事
業
 
 

 ■
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
特
別
会
計
 

 

 
□
心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
 

 

 
□
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
 

 

 
□
国
際
交
流
推
進
事
業
 

 

 
□
地
域
振
興
事
業
 

 
 
 
 

■
消
防
特
別
会
計
 
 

 
□
上
田
南
部
消
防
署
高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
 

 
□
川
西
消
防
署
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新
 

 
□
消
防
本
部
緊
急
通
信
指
令
装
置
の
整
備
 

 
□
救
急
救
命
士
の
養
成
 

 
 
 
 

■
創
造
館
特
別
会
計
  

 
□
創
造
館
外
壁
タ
イ
ル
補
修
工
事
 

 

 
□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ソ
フ
ト
の
制
作
委
託
 
 

■
介
護
保
険
特
別
会
計
 

 
□
介
護
認
定
調
査
及
び
審
査
会
の
運
営
  

 
□
介
護
相
談
員
派
遣
事
業
 
 

 
□
介
護
保
険
講
演
会
の
開
催
  

■
陽
寿
荘
特
別
会
計
  

 
□
給
食
調
理
業
務
及
び
介
護
業
務
の
委
託
 
 

■
清
浄
園
特
別
会
計
  

 
□
ブ
ロ
ワ
ー
関
係
、オ
ゾ
ン
発
生
装
置
等
の
オ
ー
 

 
　
バ
ー
ホ
ー
ル
 
 

 
□
温
水
洗
浄
装
置
新
設
及
び
計
量
シ
ス
テ
ム
更
新
 

 
□
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
環
境
調
査
数
値
測
定
分
 

 
　
析
業
務
委
託
 
 

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
  

 
□
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
環
境
調
査
数
値
測
定
分
 

 
　
析
業
務
委
託（
上
田
・
丸
子
・
東
部
） 
 

 
□
各
種
プ
ラ
ン
ト
設
備
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
 

 
　（
上
田
・
丸
子
・
東
部
） 

 

 
□
上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
可
燃
性
粗
大
ご
み
 

 
　
破
砕
機
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
  

■
斎
場
特
別
会
計
 
 

 
□
霊
柩
車
運
送
業
務
委
託（
大
星
・
依
田
窪
） 

 
□
大
星
斎
場
火
葬
棟
作
業
室
改
修
工
事
 

特別会計 一般会計 

上田地域広域連合では、徳寿荘特別会計が企業会計となっています。 
徳寿荘特別会計の平成１６年度当初予算額は２億６,２９２万円となりました。主な事業は、介護業務などの委託事業です。 

企業会計 

主な内容は下記のとおりです。 

平成16年度 

歳　入 
49億6,586万円 

平成16年度 

歳　出 
49億6,586万円 
（性質別） 

�扶助費 483万円（0.1％） 

�補助費等 
9,123万円（1.8％） 

�積立金 243万円（0.0％） 
�予備費 
　2,310万円（0.5％） 

�普通建設費 
8,945万円（1.8％） 

�人件費 
19億2,580万円 
（38.8％） 

�負担金・分担金 
38億8,889万円 
（78.3％） 

�諸収入 
5億451万円 
（10.1％） 

�使用料・手数料 
4億2,289万円（8.5％） 

�国庫支出金 
1,465万円（0.3％） 
�県支出金 
2,493万円（0.5％） 
�財産収入 
2,276万円（0.5％） 
�寄附金 
0.1万円（0.0％） 
�繰越金 
4,863万円（1.0％） 

�地方債 
3,860万円 
（0.8％） 

�物件費 
11億9,678万円 
（24.1％） 

�公債費 
13億5,671万円 
（27.3％） 

�維持補修費 
2億7,553万円（5.6％） 

主な事業
 

�人件費／議員や委員の報酬、職員の給料、諸
手当等勤労の対価として支払われる経費です。 

�物件費／賃金、消耗品費、委託料など他の性
質に属さない消費的経費です。 
�維持補修費／管理する公共用施設等を保全
するための経費です。 
�補助費等／各種団体に対する助成金や負担金、
保険料等の経費です。 
�普通建設費／公共用施設等の建設や大規模修
繕、消防自動車の購入等に要する投資的経費です。 

�公債費／過去に借り入れた地方債の返済に
要する経費です。 
�扶助費／高齢者等に対して行っている各種扶
助(援助）に要する経費です。 

�積立金／基金に積み立てる金額です。 
�予備費／予算外の支出に充てるために設ける
金額です。 

�負担金・分担金／各市町村が負担する金額です。
割合は規約で定められています。 

�諸収入／預金利子や受託事業収入、収益事業
収入などです。 

�使用料・手数料／施設を利用した場合や許可
証等の交付を受けた場合に利用者等が負担
する金額です。 
�国庫支出金／特定の事業に対してその事業
を実施するために国から交付される資金です。 
�県支出金／特定の事業に対してその事業を
実施するために県から交付される資金です。 
�財産収入／所有する財産の貸し付けや運用
等による収入です。    
�寄附金／住民の方々や団体などからいただい
た寄附金です。    
�繰越金／前年度から今年度へ繰り越す金額です。    
�地方債／資金調達のために借り入れた金額です。 



6

                   　
３
人
の
公
平
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
上
野

博
子
委
員
（
上
田
市
）
の
任
期
満
了
（
平
成

１６
年
５
月
２４
日
）
に
伴
い
、
新
た
に
矢
嶋
千

代
子
委
員
（
上
田
市
）
の
選
任
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
 

   　
改
正
さ
れ
た
条
例
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

�
上
田
地
域
広
域
連
合
情
報
公
開
条
例
中
一

部
改
正
に
つ
い
て
 

　
独
立
行
政
法
人
の
設
立
に
伴
い
、
当
該
法

人
に
係
る
情
報
を
国
の
機
関
に
係
る
情
報
と

同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
た
め
の
改
正
 

�
職
員
定
数
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
東
御
市
の
加
入
に
伴
う
消
防
職
員
の
定
数

改
正
（
１
８
８
人
か
ら
１
９
２
人
に
４
人
増

員
）
及
び
育
児
休
業
者
を
職
員
定
数
か
ら
除

外
す
る
改
正
 

�
上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
特
別
会
計
の
経

費
の
負
担
方
法
に
関
す
る
条
例
中
一
部
改

正
に
つ
い
て
 

　
東
御
市
加
入
に
伴
う
消
防
署
の
名
称
及
び

市
町
村
名
の
改
正
 

�
上
田
地
域
広
域
連
合
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

基
金
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
出
資
市
町
村
に
お
い
て
、
権
利
放
棄
の
議

決
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
基
金
の
処
分
が
で

き
る
と
す
る
改
正
 

�
上
田
創
造
館
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
東
御
市
加
入
に
伴
う
市
町
村
名
の
改
正
 

�
清
浄
園
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
（
投
入
手
数
料
改
定
内
容
に
つ
い
て
は
、

１３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

　
東
御
市
加
入
に
伴
う
市
町
村
名
の
改
正
、

清
浄
園
で
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
に
上
田
市

家
庭
生
活
雑
排
水
の
簡
易
浄
化
槽
汚
泥
（
平

成
１６
年
度
６
月
か
ら
受
け
入
れ
）
を
加
え
る

こ
と
に
伴
う
改
正
及
び
投
入
手
数
料
の
改
定
 

�
斎
場
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
東
御
市
加
入
に
伴
う
市
町
村
名
の
改
正
 

   　
平
成
１５
年
５
月
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
、
継
続
審
査
と
さ
れ
て
い
た
陳
情
（
９

件
）
に
つ
い
て
陳
情
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

本
会
議
に
お
い
て
、
継
続
審
査
と
し
て
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
 

○
上
田
地
域
広
域
連
合
統
合
ご
み
処
理
施
設

「
神
の
倉
工
業
団
地
」
へ
の
建
設
計
画
絶

対
反
対
に
係
る
陳
情
　
ほ
か
８
件
（
陳
情

趣
旨
内
容
同
様
）
 

 　
陳
情
審
査
の
主
な
意
見
要
望
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

●
広
域
連
合
長
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
建
設
候

補
地
の
関
係
す
る
地
区
に
対
す
る
説
明
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
広
く
地
域
住
民

の
御
理
解
を
得
な
が
ら
慎
重
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現

在
あ
る
３
つ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
環
境
を
、
地
元
か
ら
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
魅
力
的
な
施
設
に
転
換
す
る
よ
う

に
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
陳
情
さ
れ

た
人
の
心
情
も
分
か
る
の
で
、
引
き
続
き

慎
重
に
継
続
審
査
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

●
本
来
な
ら
ば
継
続
で
は
な
く
、
今
回
、
結

論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
事
務
局
だ
け
で
な
く
、
理
事
者
が
地

元
へ
の
説
明
に
つ
い
て
努
力
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
周
辺
整
備
に
つ
い
て
も
、

地
元
に
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
な
施
設
を
提
案

し
な
が
ら
、
地
元
の
か
た
に
も
理
解
を
求

め
て
も
ら
い
た
い
。
 

●
議
会
と
理
事
者
が
積
極
的
に
地
元
へ
の
説

明
や
研
究
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
継
続
審
査
と
い
う
こ
と

な
ら
そ
れ
で
良
い
と
思
う
。
 

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

条
例
改
正
 

陳
　
　
情
 

　
平
成
１５
年
度
中
に
、開
示

請
求
を
い
た
だ
い
た
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 1 

情
報
公
開
制
度
 

　
開
示
請
求
件
数
 
６
件
 

　
開
示
件
数
 

６
件
 

〔
内
訳
〕
 

　
　
全
部
開
示
 

２
件
 

　
　
部
分
開
示
 

４
件
 

（
一
部
不
開
示
部
分
を
含
む
。） 

 2 

個
人
情
報
保
護
制
度
 

　
開
示
請
求
件
数
 
０
件
 

　
開
示
件
数
 

０
件
 

（
平
成
１６
年
２
月
末
現
在
） 

情報公開・個人情報保護制度の 
開示結果について 

情報公開・個人情報保護制度の 
開示結果について 

情報公開・個人情報保護制度の 
開示結果について 

上田創造館 

清浄園 
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ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
に
お
け
る 

　 
㈱
マ
イ
カ
ル
社
債
購
入
問
題
の
経
過
報
告
及
び
対
応
に
つ
い
て 

　
昨
年
12
月
に
更
生
会
社
（
株
）
マ
イ
カ
ル
か
ら
、
同
社
債
に
対
す
る
弁
済
金
が
支
払

わ
れ
ま
し
た
。
同
社
債
購
入
に
係
る
問
題
の
発
生
以
来
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
り
随
時
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
経
過
、
再
発
防
止
の
取
り
組
み
、
基
金
損
失
へ
の

対
応
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。
 

 ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
概
要
 

  

「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
」
は
、
上
小
地
域

の
一
体
的
発
展
を
目
指
し
た
事
業
を
展
開
し
、

個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
長
野
県
か
ら
の
補
助
金
２
億
円
、

上
小
地
域
の
市
町
村
か
ら
の
出
資
金
１８
億
円
に

よ
り
総
額
２０
億
円
と
し
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。 

　
基
金
創
設
以
後
は
、
４
億
４
千
万
円
余
（
平

成
１４
年
度
ま
で
）
の
運
用
益
収
入
を
財
源
と
し
て
、

心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
、
高
度
情
報
化
、
広

域
的
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
活
性
化
、
国
際

交
流
、
人
材
育
成
を
主
な
柱
と
し
た
諸
事
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

 マ
イ
カ
ル
社
債
購
入
か
ら
 

同
社
債
弁
済
ま
で
の
経
過
 

 　
当
初
か
ら
基
金
の
運
用
は
、
主
に
金
融
機
関

へ
の
定
期
預
金
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
低

金
利
の
状
況
下
に
あ
っ
て
、
運
用
益
の
確
保
が

危
惧
さ
れ
た
た
め
、
野
村
證
券
�
か
ら
提
案
さ

れ
た
�
マ
イ
カ
ル
第
２６
回
無
担
保
社
債
を
安
全

か
つ
有
利
な
運
用
先
と
判
断
し
、
平
成
１２
年
１

月
に
２
億
円
分
購
入
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
同
社
の
経
営
状
態
が
急
速
に
悪
化
し
、

平
成
１３
年
９
月
１４
日
に
は
自
主
再
建
を
断
念
し

て
民
事
再
生
法
に
よ
る
再
生
手
続
き
の
申
請
が

な
さ
れ（
後
に
会
社
更
生
法
に
移
行
）、同
年
１２
月

３１
日
に
は
、
更
生
手
続
き
の
開
始
決
定
を
受
け

る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
 

　
平
成
１５
年
６
月
３０
日
、
同
社
は
東
京
地
方
裁

判
所
に
更
生
計
画
案
を
提
出
し
、
当
広
域
連
合

が
保
有
す
る
社
債
に
つ
い
て
は
、
弁
済
率
を
３０

パ
ー
セ
ン
ト
と
示
し
ま
し
た
。
同
案
は
同
年
９

月
３０
日
に
認
可
決
定
さ
れ
、
更
生
計
画
と
し
て

確
定
し
、同
年
１２
月
２４
日
、同
社
債
２
億
円
に
対
す

る
弁
済
金
６
１
２
１
万
２
０
０
０
円
の
支
払
い
が
な

さ
れ
ま
し
た
。 

 再
発
防
止
策
等
に
つ
い
て
 

 　
こ
の
問
題
が
生
じ
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、

広
域
連
合
議
会
内
に
設
置
（
平
成
１３
年
１０
月
）

さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
調
査
特
別

委
員
会
」
の
調
査
報
告
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、

組
織
と
し
て
の
責
任
問
題
、
再
発
防
止
策
等
に

つ
い
て
、
以
下
の
対
応
を
進
め
る
と
と
も
に
、

野
村
證
券
�
に
は
弁
済
率
の
引
き
上
げ
等
に
関

す
る
企
業
努
力
を
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

 【
責
任
問
題
】
 

　
正
副
広
域
連
合
長
及
び
広
域
連
合
収
入
役（
い

ず
れ
も
当
時
）の
報
酬
を
減
額
し
、
基
金
保
管
責

任
者
で
あ
る
広
域
連
合
収
入
役
を
解
任
し
ま
し
た
。

関
係
職
員
に
つ
い
て
も
、懲
戒
処
分
を
行
い
ま
し
た
。 

 【
再
発
防
止
策
】
 

�
基
金
の
安
全
な
運
用
を
図
る
た
め
に「
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
条
例
」の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。 

�
公
金
の
管
理
を
総
合
的
に
検
討
す
る
組
織
と

し
て
、「
ペ
イ
オ
フ
対
策
本
部
」
及
び
「
公
金

管
理
委
員
会
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
専

任
の
出
納
担
当
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。
 

�
基
金
の「
運
用
」
と「
保
管
」
を
明
確
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
処
理
手
続
き
を
改
め
、財
産
管

理
者（
広
域
連
合
長
）と
公
金
保
管
者（
広
域
連

合
収
入
役
）と
の
責
任
を
明
確
に
し
ま
し
た
。 

�「
ペ
イ
オ
フ
対
策
方
針
」、「
公
金
保
管
基
準
要
綱
」

を
策
定
し
、基
金
に
つ
い
て
も
安
全
性
の
確
保
を

最
重
要
視
し
た
保
管
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

�
現
金
出
納
検
査
を
毎
月
実
施
す
る
ほ
か
、
決

算
審
査
、
定
期
監
査
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
を
明
確
化
し
別
日
程
で
実
施
す
る
な
ど
、

監
査
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
 

 【
基
金
運
用
益
を
活
用
し
た
事
業
の
見
直
し
】
 

　
本
事
業
の
こ
れ
ま
で
の
状
況
を
検
証
し
、
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
１５
年
度
か
ら
は
「
広

域
的
な
心
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
「
広

域
的
な
観
光
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業
」
「
広

域
的
な
国
際
交
流
事
業
」
「
そ
の
他
の
広
域
的

な
地
域
活
性
化
事
業
」
を
柱
と
し
た
各
種
ソ
フ

ト
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
 

 ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
 

　
　
　
　
　
　
損
失
へ
の
対
応
 

 　
マ
イ
カ
ル
社
債
弁
済
に
よ
り
確
定
し
た
基
金

損
失
１
億
３
８
７
８
万
８
０
０
０
円
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
正
副
広
域
連
合
長
会
、広
域
連
合

議
会
及
び
関
係
市
町
村
、
並
び
に
総
務
省
や
長

野
県
と
も
慎
重
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
低
金

利
の
状
況
下
で
、
関
係
市
町
村
か
ら
新
た
に
負
担

を
お
願
い
し
て
基
金
の
復
元
を
行
う
こ
と
は
適
切
で

な
い
と
判
断
い
た
し
ま
し
て
、こ
れ
を
全
額
欠
損
扱

い
と
す
る
方
針
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
年
２
月
の
広
域
連

合
議
会
に
お
い
て
、一
定
の
条
件
の
下
で
基
金
の

処
分
を
可
能
と
す
る
「
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金

条
例
」の
一
部
改
正
を
議
決
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
関
係
市
町
村
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い

て
は
、
同
基
金
に
対
す
る
「
出
資
の
権
利
」
の
一

部
を
放
棄
す
る
内
容
の
議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 　
事
業
の
円
滑
な
展
開
の
た
め
に
、
可
能
な
限

り
多
く
の
財
源
を
確
保
し
た
い
と
の
考
え
が
、基

金
に
損
失
が
生
ず
る
と
い
う
事
態
を
招
い
た
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
、
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
が
起
き
た
こ
と
を
深

く
反
省
し
、
今
後
二
度
と
同
様
な
問
題
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
再
発
防
止
策
を
徹
底
い
た
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
の
効
率
化
を

推
進
し
、
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
住
民
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う

努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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消防本部 
からの 

お知らせ 女性消防職員が活躍しています。 

年間２９人に1人が救急車を利用しています。 

～応急手当の講習～ 

　上田地域広域連合消防本部では、平成15年度に女性消防職員
2人を採用しました。2人は長野市篠ノ井にある長野県消防学校
へ入校し、県下の新入消防職員と共に4月から6ケ月間に渡る厳し
い訓練を受けました。 
　現在2人の女性消防職員は上田中央消防署に配属され、火災
防ぎょや救急業務など男性消防職員同様に活躍しています。1人
は救急救命士の資格を有しており、特に救急業務での活躍が期待
されています。 

■救急業務の状況  
　現在、上田広域管内には8ヶ所の消防署があり、各消防署に
は救急車が配備されています。 
　救急車の出場区域は決められており、区域内で発生した急病、
交通事故などに出場し、必要な応急処置を施しながら、症状
に適応した医療機関に搬送をしています。平成15年に救急車
が出場した件数は7,131件で、7,008人の傷病者を医療機関へ
搬送しました。1日平均で19.5件の出場があり、おおむね広域
人口の29人に１人が救急車を利用したことになります。 

　尊い人命を救うには、そこに居合わ

せた人による応急手当てが欠かせません。 

　消防署では、随時、応急手当ての講習

を受付していますので、希望されるか

たは最寄りの消防署までご連絡ください。 

はしご車訓練及び 
救急車内で訓練を 
行う、浅川消防士、 
緑川消防士 

■上田広域管内救急出場件数 
　合計 7,131件（平成15年中） 

急病 
3,839件 

その他 1,314件 

交通事故 913件 

労働災害 74件 

一般負傷 991件 合計 
7,131件 
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火災 

235

春　季 
（3月～5月） 

平成15年 
件　数 

平成14年 
件　数 

26 

16 

13 

16 

71

23 

22 

18 

23 

86

夏　季 
（6月～8月） 

秋　季 
（9月～11月） 

冬　季 
（12月～2月） 

合　計 

救急 

6,435

風水害 

22

問い合わせ 

1,871

いたずら 

803

試験 

1,929

まちがい 

653

その他 

349

合計 

12,297

四季別 
年 

●消　防　本　部 TEL 26-0119 

●上田中央消防署 TEL 26-0019 

●上田南部消防署 TEL 38-0119

火災予防のお知らせ 
■冬季から春季にかけて 
　火災が多く発生しています。  
　火災は、火気を使用する機会の多い冬季から春季にかけて
多く発生していますので、火気の取り扱いには十分注意しましょう。 

　また、これからの季節
は空気が乾燥し、山火事
が発生しやすい時期とな
ります。野山へ出かける
かたは、たばこの投げ捨
ては絶対にやめましょう。 

消防本部通信指令室からのお願い 

　携帯電話からの119番通報は、まず、県下4つの消防本部（上田、長野、松本、飯田）で受
信された後、現場を管轄する消防本部（署）へ転送されます。 
　携帯電話からの通報は、通報者の位置がわかりにくいため、どこから通報しているか正確
な市町村名や、現場の目標など冷静に伝えてください。 

■119番通報着信件数 

■四季別出火件数 

■携帯電話からの119番通報について 

　火災等の災害発生状況は、住民案内ダイヤル 26－0065・0085で随時案内してい
ますのでご利用ください。 
　119番は火災等の災害発生や救急車の出動要請など、緊急事態を通報するための回線です
ので、その他の目的に使用することはできません。 
 

■火災発生等の情報提供について 

●丸 子 消 防 署 TEL 42-0119 

●真 田 消 防 署 TEL 72-0119 

●依田窪南部消防署 TEL 68-0119

●上田東北消防署 TEL 36-0119 

●川 西 消 防 署 TEL 31-0119 

●東 御 消 防 署 TEL 62-0119

＊ 「いたずら」「まちがい」電話が多くかかってきます。電話番号を確認し、正しい使い方をしてください。 

（平成15年1月1日から12月31日） 

（上田広域管内） 

●お問い合わせ、応急手当て講習会などのご相談は消防本部か最寄りの消防署にお願いします。 

（平成16年4月1日名称変更） 
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　上田地域広域連合では、特別
養護老人ホーム「徳寿荘」と養
護老人ホーム「陽寿荘」を丸子
町のカネボウ跡地に民設民営に
より設置運営するため、「特別
養護老人ホーム等整備事業 事業
予定者審査委員会」を設置し、
提案のあった施設の運営方法等
について書類審査などを行い、
昨年12月に答申をいただきまし
た。この答申を受けて、事業予
定者を社会福祉法人 大樹会（青
木村）に決め、同法人と覚書を
交わしました。 
　また、事業化に向けて、スケ
ジュールや施設内容の協議を進
めていますが、条件が整った場
合、事業者として協定を結び、
事業に着手します。 
　なお、施設の開設は、平成18
年度中を予定しています。 

 

事業予定者と
 

      覚書を締
結 

介護保険講演
会 

～よりよい介
護保険をめざ

して～ 

日時 

会場 

内容 

平成16年7月10日（土） 
午後0時30分～午後3時30分 

丸子町文化会館 
〈小ホール〉 

�基調講演 
　講師：杉山孝博 氏 
　神奈川県川崎市 
　川崎幸クリニック院長 
�パネルディスカッション 
 

入場 
無料 

＊詳しくは、各市町村 

　発行の広報紙で 

　お知らせいたします。 

-5140 

-8888 
なります。 

2-0015 

2-4700

●青木村 在宅介護支援センター ℡0268-49-1110 

●依田窪 依田窪在宅福祉医療センター ℡0268-68-3782 

●長門町 長門町在宅介護支援センター ℡0268-68-4012 

●武石村 武石村在宅介護支援センター ℡0268-85-2119 

●和田村 和田村在宅介護支援センター ℡0268-88-0077

知っています
か？ 

介護保険制度
 知っています

か？ 

介護保険制度
 

第1群（麻痺拘縮） 麻痺（右上肢・左上肢・右下肢・左下肢・その他） 

 拘縮（肩関節・肘関節・股関節・膝関節・足関節・その他） 

第2群（移　　動） 寝返り　起き上がり　座位保持 

 両足での立位保持　歩行　移乗　移動 

第3群（複雑動作） 立ち上がり　片足での立位保持　洗身 

第4群（特別介護） ア)じょくそう（床ずれ）　イ)皮膚疾患 

 えん下（飲み込む）　食事摂取　飲水　 

 排尿　排便 

第5群（身の回り） ア)口腔清潔　イ)洗顔　ウ)整髪　エ)つめ切り 

 ア)上衣の着脱　イ)ズボン等の着脱 

 薬の内服　金銭の管理　電話の利用　 

 日常の意思決定 

第6群（意思疎通） 視力　聴力　意思の伝達　指示への反応 

 ア)毎日の日課を理解　イ)生年月日をいう 

 ウ)短期記憶　エ)自分の名前をいう 

 オ)今の季節を理解　カ）場所の理解 

第7群（問題行動） ア．被害的　イ．作話　ウ．幻視幻聴 

 エ．感情が不安定　オ．昼夜逆転　カ．暴言暴行 

 キ．同じ話をする　ク．大声を出す 

 ケ．介護に抵抗　コ．常時の徘徊 

 サ．落ち着きなし　シ．外出して戻れない　 

 ス．一人で出たがる　セ．収集癖 

 ソ．火の不始末　タ．物や衣類を壊す 

 チ．不潔行為　ツ．異食行為　テ．ひどい物忘れ 

特別な医療に関する12項目 

申請代行や介護サービス計画(ケアプラン)の作成 
の連絡や調整を行います。 
り具合をあらわすもので、6段階に区分されます。 

認定調査」 と 「介護認定審査会」 を行っています。 

全国共通の調査項目 
（予定） 
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介護保険の申請・サービスに 
関するお問い合わせは、 

各市町村の担当課までどうぞ。 

●上田市 高齢者介護課 ℡0268-23-

●東御市 福祉課(高齢者係) ℡0268-64-
　　　　　　　　東御市発足により4月1日からは、この電話番号とな

●丸子町 保健福祉課(介護係) ℡0268-42-

●真田町 福祉健康課(高齢者支援係) ℡0268-72-

知っています
か？ 

介護保険制度
 知っています

か？ 

介護保険制度
 知っています

か？ 

介護保険制度
 

介護が必要と感じたら、各市
町村の窓口へ申請します。 
申請は、本人や家族のほか、
指定居宅介護支援事業者※1や
介護保険施設などに代行して
もらうこともできます。 

介護認定審査会の判定結果に
従って、各市町村で要介護認定
をし、その結果を通知します。 

認定結果の通知 

指定居宅介護支援事業者のケアマネージャーが、どんな
サービスをどのように利用するか、利用者やご家族の希
望を踏まえ、要介護度※2に応じたサービス計画を作ります。 

介護サービス計画の作成 

初めて介護保険の申請をした場合、原則として上田地域
広域連合の認定調査員が自宅や病院などを訪問し、認定
調査を実施します。調査の内容は、心身の状態などにつ
いて、全国共通の79の調査項目にしたがって、ご本人や
ご家族などから聞き取り調査します。（調査する時間は、
個人差がありますが、大体1時間くらいです。） 

訪問調査 

訪問調査の結果、かかりつけ医の意見書と一次判定をも
とに、保健、医療、福祉の専門家5人で構成される『介護
認定審査会』で審査し、『要介護度』を判定します。 

※1 指定居宅介護支援事業者… ケアマネージャーがいる事業者で、要介護認定の申
 を依頼するときの窓口となり、サービス事業者との
※2 要介護度…申請者がどの程度の介護が必要な状態なのか、介護の手間のかかり

審査判定 

コンピューターによる判定（一次判定） 

かかりつけ医の意見書 

介護サービス計画に基づいて、
必要なサービスを利用します。 

サービスの利用 

申　請 

……上田地域広域連合で行う仕事です。  

上田地域広域連合では、上小地域の介護保険における「認
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紙・布類 
59.7％ 

 厨芥類 
21.5％ 

その他 1.9％ 

木・竹類 6.0％ 

不燃物類 2.8％ 

プラスチック類 8.1％ 

3クリーンセンターの 
ごみの組成（乾ベース） 
（平成10年度～14年度の平均） 

資
源
循
環
型
施
設
の
 

整
備
に
向
け
て
 

　上田地域広域連合では、上田、丸子及び東部の3つのクリーンセンターを統

合し、リサイクルプラザと一体化した資源循環型施設を整備する計画を進めていま

す。施設の基本的な計画については、資源循環型施設整備検討委員会（住民代表8

人、学識者3人、広域連合議会議員5人、市町村助役8人）で検討しています。 
 
 
 
　施設整備規模は、150トン以下と想定します。 
　現在の3施設を合計すると270トンです。長野県及び当広域連合が、平成10
年度に策定した「ごみ処理広域化計画」では、それぞれ300トン、200トンと
いう施設規模を想定しましたが、ごみの減量化・資源化を推進して、最小限の
施設規模にしていく必要があります。 
　ただし、3施設における、平成14年度のごみ処理量51,432トンを、150トン
の焼却炉で処理することを考えると、365日、24時間休まず稼働させなければ、
処理できないことになります。 
　今後は、予備的な焼却炉を設けることができないので、ごみをためておく場
所（ごみピット）を大きくすることで対応することとなりますが、なによりも、
ごみの減量化・資源化の推進が必要です。 
　また、最小限の施設にするという考えから、下水道汚泥などの産業廃棄物や
最終処分場に埋め立てられたごみは、処理しない方針です。 
 
 
 
　この地域の焼却ごみの中では、紙ごみが約6割、生ごみが約2割を占めていま
す（乾ベース）。地域住民の皆さんには、生ごみを、できるだけ家庭で堆肥化す 
る、あるいは、小さな紙ごみも積極的に資源として回収
するなど、家庭ごみの排出抑制にご協力をお願いします。 
　なお、施設が稼動するまでには、環境アセスメントや
施設建設の期間を考慮すると、7、8年程必要ですが、こ
の地域の焼却炉の寿命（一般的に15年～20年）や、最終
処分場がもうすぐ一杯になることなどを考えると、施設
整備についても、ごみの減量化等の施策と並行して検討
する必要があります。 

　昨年12月18日に、地域住民の皆さん21人を含
めて、埼玉県の所沢市「東部クリーンセンター」
と川口市「朝日環境センター」を視察しました。 
　最新の施設によい印象を受けた一方で、やはり
住民のごみの分別、減量化が大切であると、再認
識されたかたが大勢いました。 

施設規模はどれくらい？ 

まずは、家庭でのごみの減量化・資源化の推進をお願いします！ 

ダイオキシン対策が万全である。周辺
環境に配慮している。熱利用やスラグ
化がされて資源循環型の施設である。
住民の声をよく聞いて、地域に合った
施設になっている。リサイクルプラザが
充実していて、川口市にはプールもあり、
市民参加型のよい施設である。 

施設が大きすぎる。むだ
なスペースが多い。維持
管理費がかかる。 
減量化、分別の取り組み
では、上田地域のほうが
優れている。 

計画を進めるうえでは、住民の声を聞き、理
解を得ることが重要。急がずに時間をかけ
て検討すべき。用地は、上田市内でよいの
では。公害の面については、十分に検討し
てほしい。施設の外観にも工夫が必要。 
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処理フロー 

消
毒
・
砂
ろ
過
 

「サラ・さらさ」 

放
流
 

� 

� � 

� 

大きな 
ゴミを除く 

微生物が 
汚れを食べて沈む 

薬品を使って 
汚れを沈める 

前処理 硝化・脱窒・沈澱槽 

濃縮脱水 焼却 

ある程度水分を除く 

凝集沈澱槽 

� � � 

�
 

　　　ってどんな所 

し尿投入手数料及び 
し尿くみ取り料金を改定します 

　清浄園では、家庭、事業所等から収
集された、し尿、浄化槽汚泥、農業集
落排水汚泥を微生物の力と薬品を使っ
て処理しています。最終処理によって
処理水と汚泥に分別され、川の水と同
程度に浄化された処理水は千曲川に放
流されます。また、汚泥は水分をある
程度取り除き、焼却し、肥料（名称「サ
ラ・さらさ」※16ページをご覧ください）
として再利用されています。 
　処理に際しては、全職員一体となっ
て省エネに留意し、におい等を出さな
いよう細心の注意を払い、環境にやさ
しい業務に心がけています。 

　上田地域広域連合では清浄園の適正な維持管理を行うため、清浄園手数料等検討
委員会へ、し尿投入手数料及びし尿くみ取り料金の改定について諮問しましたとこ
ろ、「改正が望ましい」との答申を受けましたので、この答申を尊重し、広域連合
議会2月定例会に条例改正案を提出し、慎重に審議された結果、可決されました。 

�今、なぜ改定する必要があるのですか？ 

 

�清浄園の運営は清浄園特別会計として予算
計上し、清浄園の自主財源として収集業者から
徴収するし尿投入手数料があります。現在の施
設に移行してから約８年が経過し、処理施設の修
繕にかかる費用が大きな負担となっています。 
　また、投入量が公共下水道の普及により減少し、
その結果、投入手数料収入は減りつつあります。
清浄園の適正な運転管理を実施するためには、
し尿投入手数料及びし尿くみ取り料金を改定す
る必要があります。 
 

�清浄園手数料等検討委員会って、 
　どんな組織なのですか？  

�清浄園の業務を効率良く、また適正に運営
するために設置された諮問委員会で、投入手数
料が適正かどうか審議します。メンバーは広域連
合議会議員、収集業者、自治会代表者、消費者
団体代表など8人で構成されています。 

 

�し尿投入手数料と、し尿くみ取り料金の 
　違いは何ですか？  

�し尿投入手数料は、収集業者が清浄園へ運
搬したし尿を処理するための手数料で、し尿くみ
取り料金とは、収集業者が各家庭等から、し尿を
くみ取る時にいただく料金です。 
 

�料金改定の内容と実施期日を 
　教えてください。 
 

�料金改定の内容は下表にまとめましたのでご
覧ください。また、料金改定は平成16年6月1日(火)
から実施予定です。 

し尿投入手数料 
10キログラム当たり 

し尿くみ取り料金 
18リツトル当たり 

改定後 現　行 

9円 

176円 

5円 

168円 

(消費税込み)

質問 あれこれ 

清浄園 清浄園 清浄園 
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エコール 

上
田
地
域
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

広がる本と人の輪 

本を借りる 

　上田地域の7公共図書館と長野大学附属図書

館などをネットワークで結ぶ「エコール」は、平成15

年5月に青木村図書館が新設され、今年の4月には

上田駅前ビル「パレオ」4階に「上田情報ライブラ

リー」がオープンし、ますます利用しやすくなります。 

　楽しい生活に、エコールを、また各図書館をご活

用ください。 

愛称「エコール」 

　エコール図書館情報や59万冊の蔵書情報はインターネッ

トで提供していますので、家庭からも、事業所からも簡

単に検索できます。URLかそれぞれの市町村ホームペー

ジからもアクセスできますので、是非ご利用ください。 

［URL］http://www.echol.gr.jp

　エコール内どこの図書館でも、共通の「利用者カード」

で本を借りることができます。その図書館にない図書・

雑誌も、予約いただくとおおむね1・2日以内にその図書

館に届けられるシステムになっています。 

　エコール参加図書館のどこから借りても、どこへ返し

てもよいし、いつでも、誰でも、エコール参加図書館を

ご利用いただけます。 

1人10冊21日間 借りることができます。 

●事務局／上田地域広域連合企画課  TEL0268-23-2130  
●図書館業務に関するお問い合わせは、各図書館にお願いいたします。 

�����構成図書館 
　 

●上田市立図書館 

●東御市立図書館 

●丸子町立金子図書館 

●長門町図書館 

●坂城町立図書館 

●真田町図書館 

●青木村図書館 

●長野大学附属図書館 

●上田創造館分室 

●上田市塩田公民館 

「利用者カード」を 
受けるには…  
公共図書館のカウンターで、
申込書に記入して、住所・氏
名・生年月日が確認できるも
の（運転免許証・保険証等）
と一緒にお出しください。 
�本人の申請のみお受けでき
ます。 
�「利用者カード」の発行は
原則的には無料ですが、紛
失などで再発行する場合の
み実費がかかります。 

広 域 太 郎 

インターネットでも 
検索できます。 

4月23日から 

●上田情報
ライブラリー

 

（平成16年4月1日名称変更） 

広がる 
図書館情報 

ネットワークの輪 

上田 

長門 青木 

坂城 

東御 

丸子 

創造館 

真田 情報 
ライブラリー 
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本を借りる 

愛称「エコール」 

インターネットでも 
検索できます。 

クリスマスデジタルアートグランプリ 

2003年度グランプリ 
『MAKING CHRISTMAS』 
（動画） 
大澤龍一さん（北海道札幌市） 

　クリスマスデジタルアートグランプリは、毎年実施して
いるクリスマスをテーマとしたCG（コンピュータ・
グラフィックス）のコンテストです。 
　小学生、中学・高校生、一般の３つのクラスご
とに、静止画、動画作品を募集・審査して、優秀
作品を表彰しています。2003年には、全国から450
作品の応募があり、24作品が表彰されました。 

MediaTrigger’03 新映像塾を開催しました 【成果作品より】 
新
映
像
産
業
の
人
材
育
成 

講座内容：ブロードバンド・放送用コンテンツの制作と配信・映像の企画、 

　　　　　シナリオ制作、撮影、編集など 

講　　師：鈴木敍昭さん（テレビディレクター） 

　　　　　井上定治さん（NHK放送研修センター） 

　　　　　吉田和壽さん（NHK放送研修センター） 

日　　程：平成15年9月13日～12月7日／10回コース 

Media Trigger 新映像塾は、地域の映像クリエイターを発掘、育成する

ことを目的とした研修会で、毎年違ったテーマを設定して開催しています。 

2003年度は、上田交通別所線をテーマに「ブロードバンド・放送用コン

テンツの制作」の研修を行いました。 

フリーユースコーナー  
駅前広場を一望に見わた
せる閲覧席。読書や調べも
のにご利用いただけるほか、
インターネットの利用環境も
整えています。 

セミナールーム  
30人収容の多目的スペー
スで､大学によるセミナーや
暮らしとビジネス・文化教養
講座を予定しています。また、
様々な会議室としてもご利
用いただけます。 

千曲川地域資料  
千曲川流域の歴史・文学・
人物・自然・民俗・行政など
に関する図書、資料を提供
します。また、「真田もの」や
「上田地域の文化を支えた
人々」の特設コーナーも設
けます。 

新聞・雑誌・文庫本・新
書  
最新の情報入手や暮らし、
仕事に役立つ新聞・雑誌を
整備します。また、通勤、通
学、出張のお供に便利な文

暮らしとビジネス  
健康・医療・旅行・住宅・パソ
コンなど暮らしの図書や資格
取得に役立つ資料、教育・法
律・経済・金融に関する資料、
各種事典などを整備します。 

データベース・視聴覚  
新聞記事・雑誌記事・人物
情報などのオンラインデータ
ベースや地域の記録映像、
暮らし・文化教養に役立つ
DVD・ビデオ等を提供します。 

諸証明の発行  
住民票や所得証明書など
を発行するカウンターを設
けるほか、観光案内なども
行います。 

市民サロン・ことばの繭ホール  
企画展や定期的に朗読・
語りの会、連続対談、ビデオ
上映会などを行います。通
常は休憩や待ち合わせな
どにご利用いただけます。 

絵本  
赤ちゃんといっしょに気軽に
立ち寄れる絵本コーナー。
上田地域にゆかりのある絵
本作家の作品、外国語の
絵本なども揃えます。また、子
育て支援の情報誌もあります。 

上田駅前ビル「パレオ」4階に 

4月23日オープン 



16

上田バイパス 

至
長
野
 

至
小
諸
 

上田大橋 古船橋 千曲川 

矢出沢川 

主要地方道長野上田線 

主要地方道上田丸子線 

市道秋和踏入線 

長野新幹線 

しなの鉄道 

上田交通別所線 

R18

R143

上田橋 

上田駅 

★ 

清浄園 
正面入口 

下水浄化センター 

カインズホーム様 

6月 
◆ワード初級　表（罫線）入りの書類づくり 
　1日（火）午前9時～正午　受講料1,000円　申し込み締め切り5月23日（日） 
◆表計算ソフト　エクセル（応用）夜間コース４日間　 
　10日（木）・11日（金）・17日（木）・18日（金）午後6時30分～午後9時30分 
　受講料4,000円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り6月2日（水） 
◆ワープロソフト　ワード（基本）週末コース 
　12日（土）・13日（日）午前9時～午後4時 
　受講料4,000円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り6月2日（水） 
◆ホームページ作成教室　19日（土）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料2,500円　申し込み締め切り6月9日（水） 
◆はじめてのデータベース　アクセス入門　夜間コース４日間　 
　24日（木）・25日（金）・7月1日（木）・2日（金）午後6時30分～午後9時　　 
　受講料5,000円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り6月15日（火） 
◆パソコン入門  週末コース　27日（日）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料1,500円　申し込み締め切り6月15日（火） 
7月 
◆ワープロソフト　ワード（応用）週末コース 
　3日（土）・4日（日）午前9時～午後4時 
　受講料4,000円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り6月23日（水） 
◆じっくり入門２日間　5日（月）・12日（月）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料3,000円　申し込み締め切り6月25日（金） 
◆パソコン入門　夜間コース２日間 
　7日（水）・8日（木）午後6時～午後8時30分 
　受講料1,500円　申し込み締め切り6月25日（金） 
◆パソコンの書類整理術（ファイルの管理、検索などのテクニック） 
　13日（火）午前9時～正午  受講料1,000円  申し込み締め切り7月4日（日） 
◆エクセル＆ワード  夜間コース４日間　 
　15日（木）・16日（金）・22日（木）・23日（金）午後6時30分～午後9時30分 
　受講料4,000円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り7月4日（日） 
◆パソコン入門  平日コース　20日（火）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料1,500円　申し込み締め切り7月10日（土） 
◆インターネット＆Ｅメール入門　週末コース 

　24日（土）午前9時30分～午後3時30分　受講料1,750円 
　テキスト代1,750円　申し込み締め切り7月14日（水） 

今、静かなブームを呼んでいる 

「サラ・さらさ」を紹介します。 
 
　清浄園でし尿を処理する際、汚泥を焼却し、最終的に
発生する焼却灰を肥料「サラ・さらさ」(農林水産省に登
録)として多くの皆さんにご利用いただいています。 
　「サラ・さらさ」は実のつける野菜や果実、植木などに
効果があり、名前のとおり「さらさら」でとても扱いやす
く、重金属やダイオキシン類の心配もなく安心してお使
いになれます。  
●肥料成分 
　窒素・・・・・・ 約0．5％未満     
　リン酸・・・・ 約21％ 
　カリウム・・・約1％ 
●内容量／1袋＝18kg 
●代金 
　1袋 50円（袋代として） 
問い合わせ������ 
◆上田地域広域連合 清浄園　ＴＥＬ22-2339

斎場からのお知らせ 
 
　上田地域広域連合では、大星斎場（上田市）と依田窪
斎場（丸子町）の管理運営を行っています。上田・小県８
市町村の住民のかたならどなたでもそれぞれの施設の
定められた料金（上小地域以外の住民は別に定める料
金）でご利用いただけます。 
　施設の休業日は大星斎場が年末年始、依田窪斎場は
友引と年末年始が休業となります。両施設とも１日の利
用に限りがあり、ご希望の日に火葬できない場合もありま
すのでご理解ご協力をお願いします。 
　なお、運転手など斎場職員に対する心付けは固くお断
りしていますのでよろしくお願いします。 
　また、ペット火葬につきましては、必ず大星斎場又は依
田窪斎場へ直接電話にて予約申し込みをしてから来場
してください。 
問い合わせ������ 
◆大星斎場 ＴＥＬ22-0983 
◆依田窪斎場 事務局：丸子町役場 ＴＥＬ42-1054 
 依田窪斎場 ＴＥＬ42-4851

「2004上小地域の御柱祭フォト展」 
写真作品募集 

【作品募集要項】       
○サイズ／四ツ切（25.4ｃｍ×30.5ｃｍ）とします。       
○出品点数は一人1点。額に入れて出品してください 
　(額サイズの参考として…四ツ切サイズが適当)。       
○出品作品については選考や賞をつけることはありません。      

 
【作品募集方法】       
○作品は6月4日（金）～6月18日（金）までの間に上田創造館に持
参してください。       

○作品には次の事項を明記して出品してください。       
　住所・氏名・電話番号・作品の「題名」・撮影年月日・撮影場所       
　※展示会予定は平成16年6月29日（火）から7月9日（金）まで       
【作品の返却】       
○上田創造館に作品を受け取りに来てください。       
　返却は7月11日（日）から 
　（午前9時から午後5時の間にお願いします。） 

主催�財団法人 上田市地域振興事業団・上田創造館　問い合わせ�上田創造館 事業係／386-1102 上田市大字上田原1640番地 TEL0268（23）1111 ＦＡＸ24-4100

「2004上小地域の御柱祭」 テーマ 

参加対象は5歳以上の子どもとその保護者 18人 
申し込み締め切り5月26日（水） 
 
★夏本番！パソコンで作ろう！オリジナルＴシャツ 
パソコンで描いた絵をアイロンプリント紙に印刷し、 
オリジナルＴシャツを作ろう。 
6月26日（土）午後1時30分～午後4時30分　1人1,000円 
持ち物：白のＴシャツ　小学生以下は保護者同伴 18人 
申し込み締め切り6月15日（火） 

 
★夏休みの自由研究を調べよう！「インターネットサーフィン」 
夏休みの自由研究のテーマは決まりましたか。調べたい事柄をインター
ネットを使ってとことん調べてみよう。 
7月31日（土）午後1時～午後3時30分　無料 
参加対象は小学校高学年～高校生 18人 
申し込み締め切り7月21日（水） 
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催し物ご案内 パソコン教室 

土曜日特別イベントのお知らせ 

Region Plaza

◆春の星空さがし　4月17日（土）午前10時～午前11時 
◆紙で作るおもちゃ 
　4月24日（土）午前10時～午前11時30分　定員24人 
◆きりえ教室（4回コース） 
　5月13日（木）・27日（木）・6月10日（木）・24日（木） 
　午前10時～正午　定員16人 
　参加申し込みは4月24日（土）～30日（金）までに 
◆太陽の黒点をみよう　5月15日（土）午前10時～午前11時
◆春の野草と草もち作り 
　5月22日（土）午前9時30分～午前11時30分　定員30人 
◆星空観望会 
　5月29日（土）・7月17日（土） 両日とも午後7時～午後9時 
◆親子で遊ぼう！ 光と影で 
　～影絵劇団「かかし座」による影絵ワークショップ～ 
　6月20日（日）午後1時～午後3時 
　参加申し込みは6月1日（火）～10日（木）までに 
　定員25組（1家族が1組） 
◆水中のプランクトンを顕微鏡で調べよう 
　6月12日（土）午前9時30分～午前11時　定員24人 
◆夏の星座さがし　6月19日（土）午前10時～午前11時 
◆折り紙教室「七夕飾りを折ろう」 
　7月3日（土）午前10時～正午　参加料 1人300円 
◆蚕の飼育 
　7月27日（火）～8月7日（土）午前9時～午後4時30分 
◆夏の野草と押し花作り 
　7月10日（土）午前9時～午前11時　定員24人 
　参加対象は小・中学生とその保護者 
　持ち物：ビニール袋、植物図鑑（お持ちのかた） 
◆太陽の黒点を観察しよう　7月24日（土）午前10時～午前11時 
◆花粉を調べよう　7月31日（土）午前9時～午前11時 
 
 
◆第32回上小美術展　4月18日（日）～25日（日）　有料 
◆第16回農民美術連合会作品展 
　4月29日（木）～5月9日（日） 
◆おひさま劇場「うさぎのおうち・ゴリラのぱんやさん」 
　5月30日（日） 有料　開演時間 午前11時～、午後3時～ 
◆陶芸展　6月中旬頃 
◆2004上小地域御柱祭フォト展 
　展示会予定 6月29日（火）～7月9日（金） 
◆昔ばなし語りの会　6月12日（土）午後1時30分～午後3時 
◆星空コンサート「白柳淳クラシックギターの夕べ」 
　7月9日（金）午後7時開演　定員120人　1人1,000円 
　※6月1日（火）から上田創造館でチケット発売　 
◆上小地域作家作品常設展　7月15日（木）～8月6日（金） 
◆紬織物展と機織り体験 
　7月27日（火）～29日（木）午前9時30分～午後4時 
　※体験コーナーの受付は、当日の会場で受付順となります。 
◆文化講演会　7月25日（日）午後1時30分～午後3時　
　演題「絵を描く心」～告白的人生論～ 
　講師 小西保文さん 

4月 
◆パソコン入門　平日コース 

　12日（月）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料1,500円　申し込み締め切り4月4日（日） 
◆パソコンの書類整理術（ファイルの管理、検索などのテクニック） 

　15日（木）午前9時～正午　受講料1,000円　申し込み締め切り4月4日（日） 
◆エクセル＆ワード週末コース2日間 
　17日（土）・24日（土）午前9時～午後4時 
　受講料4,000円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り4月7日（水） 
◆じっくり熟年入門２日間 
　21日（水）・22日（木）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料3,000円　申し込み締め切り4月11日（日）　※参加対象者50歳以上 
◆ワード初級 文書（書類）作成教室 
　26日（月）午前9時～正午　受講料1,000円　申し込み締め切り4月16日（金） 
5月 
◆パワーポイント入門２日間　夜間コース　 
　13日（木）・14日（金）午後6時30分～午後9時30分　 
　受講料3,500円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り5月4日（火） 
◆パソコン入門　平日コース　14日（金）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料1,500円　申し込み締め切り5月4日（火） 
◆エクセル初級 住所録（表）作成教室 
　19日（水）午前9時～正午　受講料1,000円　申し込み締め切り5月9日（日） 
◆表計算ソフト　エクセル（基本）夜間コース４日間 
　20日（木）・21日（金）・27日（木）・28日（金）午後6時30分～午後9時30分 
　受講料4,000円　テキスト代2,100円　申し込み締め切り5月9日（日） 
◆キーボード操作上達術 

　24日（月）午前9時～正午　受講料1,000円　申し込み締め切り5月16日（日） 
◆インターネット＆Ｅメール入門　平日コース 
　26日（水）午前9時30分～午後3時30分 
　受講料1,750円　テキスト代1,750円　申し込み締め切り5月16日（日） 

�申し込み・問い合わせ 
【上田創造館】 
〒386-1102 上田市上田原1640番地 
TEL23－1111　FAX24－4100 
http://www.area.ueda.nagano.jp/sozokan/

全コースとも定員26名／参加対象者16歳以上 
※パソコン教室については、はがきでの申し込みもできます。 
　希望コース名、氏名、年齢、住所、電話番号を明記して期日までにお申 
　し込みください。申し込み多数の場合は抽選とします。 
※申し込みは開催日の2ヶ月前から 

展示会・講演会 

　上田創造館では週末、パソコンを使った作品づくりやインターネッ
トを体験してもらおうと、土曜日特別イベントを開催しています。家
族や友だちと一緒に楽しい体験をしてみましょう。 
 
★親子パソコン教室 
「お母さんへのメッセージ作り！」 
母の日は、大好きなお母さんに、イラスト入りのオリジナルメッセー
ジカードを作って贈りましょう。 
5月8日（土）午前9時30分～午前11時30分　無料 
参加対象は5歳以上の子どもとその保護者 18人 
申し込み締め切り4月28日（水） 

「お父さんへのメッセージ作り！」 
父の日にイラスト入りのオリジナルメッセージカードを作って贈りましょう。 
6月5日（土）午前9時30分～午前11時30分　無料 

体　験 
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映像祭 
上田・小県 

映像祭 
上田・小県 

映像祭 

尾沼 深志（上田市） 

　上田・小県映像祭へは今回初めて作品を応募しました。最優秀賞を
いただき、大変感激しております。 
　稲倉へはここ数年の間に何回か訪れていました。妻の母がこの風景
を大変気に入っており、このときは私も同行し撮影したものです。 
　稲がはぜに掛けられた棚田にかかしがある、という情景の中を母が散
歩していました。遠方に高速道路を入れ、現在に残る棚田を私なりのイ
メージで撮影することができました。 

『棚田秋景』 
撮影場所／上田市氷沢 

　今回で8回目を迎えた上田・小県映像祭は、地域の身近な自然や風景、

街並み、伝統行事など「ふるさと再発見」をテーマに写真作品の募集を

しました。今回は地域内外の皆さんから241作品の応募がありました。 

　2月末に厳正なる審査を行い、各入賞作品が決定しました。最優秀賞

には、上田市の尾沼深志さんの作品「棚田秋景」が選ばれました。最優

秀賞をはじめとして入賞された皆さんの作品を紹介します。 

　なお、この上田・小県映像祭の入賞作品につきましては第１回目からデ

ジタル化し、広域連合ホームページに掲載してありますので、ぜひ一度ご

覧ください。 

第8回 

テーマ「ふるさと再発見」 
●ホームページアドレス http://www.area.ueda.nagano.jp/ 
又は、検索サイトで「上田地域広域連合」と入力していただい
ても当広域連合のホームページがご覧になれます。 

●作品紹介の中では、敬称を略させていただきます。 
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『冬瀑』 
大西 道夫（東部町） 

撮影場所／菅平 唐沢の滝 

『古里の川音』 
渡辺 光一（上田市） 

撮影場所／上田市小泉 

『あじさい満開』 
寺島　武（上田市） 

撮影場所／上田市塩田城跡 

『木遣り衆』 
田中 健嗣（東部町） 

撮影場所／東部町田沢 

『迫力』 
小川　稔（上田市） 

撮影場所／上田中央｢ふれあい広場21｣ 

『プロムナード』 
近田 純子（上田市） 

撮影場所／丸子(セレスホール)

『待望の祭典』 
高尾 道雄（上田市） 

撮影場所／上田駅前 

『祭りの子』 
久保田 稔（上田市） 

撮影場所／別所温泉 

『今年の出来具合は？』 
桜井 捷也（北佐久郡浅科村） 

撮影場所／稲倉 

『厳冬期』 
増田 篤子（上田市） 

撮影場所／赤坂から市街地を望む 

『六ヶ村堰』 
西入 幸一（上田市） 

撮影場所／小牧区内 

『霧の古塔』 
中島　巌（上田市） 

撮影場所／前山寺 

『春雪』 
浜　　靜（上田市） 

撮影場所／上田城跡公園 

『常田獅子』 
古平 真二（上田市） 

撮影場所／上田市常田 

『寒行（その２）』 
小宮山 仁（上田市） 

撮影場所／長門町大門 不動の滝 

『晩秋の牧場』 
中沢 仁一郎（上田市） 

撮影場所／長門牧場 

『岳の幟』 
羽毛田 量憲（長門町） 

撮影場所／上田市別所 

『上田わっしょい』 
土屋 虔一（上田市） 

撮影場所／上田駅お城口前歩道橋上 

上田・小県 

映像祭 
上田・小県 

映像祭 
【審査員講評】 
　今回の「上田・小県映像祭」には、241作品の応募があ
り、その中から入賞作品21点を選ぶということで、非常
に緊張した審査会でした。 
　映像祭のテーマである“ふるさと再発見”は、地域の自
然や風景あるいは伝統文化などを、カメラを通じていかに
表現するかということが課題でした。 
　そうした中で、対象となった風景などでは、その場所に
何回も足を運ぶことで四季のうち最も良い季節、最も良い
時間帯、そして最も適切な天候条件を選んだうえで、撮影
したかどうかで優劣の差がつきました。また、お祭りなど
の場面は撮り直しができませんので、背景の処理やシャッ
ターチャンスの良否で明暗が分かれる結果となりました。 
　『最優秀賞』を受賞された尾沼さんの作品は、稲刈りの
済んだ棚田の情景を、点景に人物を適切に配置し、遠景に
は新しい環境を取り入れるなど、現在の上田地域の情景を
十分に計算されて描写しており、賞に相応しい作品でした。 

荒井　潤さん（日本写真協会会員・長野県写真連盟相談役・上田市景観審議会委員） 

審査員 

花里吉見さん（日本写真協会会員・日本写真作家協会会員・日本山岳写真協会会員） 
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1日～18日頃まで●信州国際音楽村 
8日●鹿教湯温泉 
10日●東山市有林 
11日●国分堀川神社 
11日●腰越（深山） 
11日●役場前村道～子檀嶺神社 
17日～19日●生島足島神社 
18日●腰越（向井） 
18日●一心神社 
25日●中心市街地 
25日●上丸子商店街～腰越（町） 
25日●鹿教湯温泉 
29日●上小森林センター 

上旬●和田宿ステーション 
5日●上田城跡公園 
8日●東御中央公園 
15・16日●菅平高原 
15日～6月6日●村松アイリス園 
16日●武石村村民体育館ほか 
18日●美ヶ原高原 
下旬●長門牧場 
23日●びんぐしの里公園 

6日（予定）●信州国際音楽村 
6日●菅平高原 
中旬～7月中旬●信州国際音楽村 
下旬●室賀温泉ささらの湯 
20日●湯の丸高原 

17日～19日●塩田城跡 
17日～19日●別所温泉 
下旬●姫木平 
下旬～8月上旬●長門町内 
下旬～8月上旬●姫木平 

上旬●室賀温泉ささらの湯 
6日～8日●海野町通り 
7日●東御中央公園 
中旬●道の駅  マルメロの駅ながと 
12日●田中商店街 
12日●上丸子商店街 
14日（予定）●依田川、内村川 
22日●依田窪プール 
26日●上田城跡公園 

上田市役所…22－4100 
長門町役場…68－3111 
和田村役場…88－2345 
 

＊この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。　＊今号は、東御市・東部町の市町名が混在していることをご承知ください。 

丸子町役場…42－3100 
武石村役場…85－2311 
坂城町役場…82－3111

東御市役所…62－1111 
真田町役場…72－2200 
青木村役場…49－0111

●詳しくは、市町村広報紙をご覧になるか、左記までお問い合わせください。 

�問い合わせ先（市外局番はすべて0268） 

うえだ地域 

歳時記 歳 時 記 4月 8月 
平成16年 

すいせんまつり……………… 
鹿教湯薬師堂花まつり……… 
親子ふれあい植樹祭………… 
国分堀川神社御柱祭り……… 
深山諏訪神社御柱祭り……… 
子檀嶺神社御柱大祭………… 
生島足島神社御柱祭り……… 
岡森諏訪神社御柱祭り……… 
一心様お祭り………………… 
第22回上田真田まつり……… 
一本木諏訪神社御柱祭り…… 
鹿教湯文殊堂春祭り………… 
上小地区緑のまつり………… 

山菜祭り・そば祭り………………………… 
こどもまつり………………………………… 
子供フェスティバル…………………………… 
菅平高原マウンテンバイクフェスティバル… 
アイリス祭り………………………………… 
第9回ともしびの里ソフトバレーボール大会… 
　　美ヶ原高原開山祭……………………… 
長門牧場祭…………………………………… 
第2回子どもフェスティバルinびんぐし……… 

信州ルネッサンスふれあい2004……… 
菅平高原カントリーフェスティバル…… 
ラベンダー祭り………………………… 
室賀温泉ほたる祭り…………………… 
湯の丸高原つつじ祭り………………… 

室賀温泉七夕祭り……………… 
上田七夕まつり………………… 
ＮＨＫラジオ体操公開放送…… 
マルメロの駅ながと花市……… 
花市・歩行者天国……………… 
花市・歩行者天国……………… 
信州爆水ＲＵＮ in 依田川……… 
依田窪水泳大会………………… 
第8回上田城薪能……………… 

あじさい祭……………………………… 
岳の幟500年祭……………………… 
姫木平開山祭………………………… 
ブルーベリー狩り農園開園………… 
姫木平朝市……………………………… 

祇園祭 
17日●上田市内中心商店街 
祇園祭 
24日（予定）●田中商店街 
第33回上田わっしょい 
31日●上田市中心市街地 
坂城どんどん 
31日●横町・立町通り 
青木村夏祭り 
1日（予定）●運動公園周辺 
雷電まつり 
7日●田中商店街 
町民まつり「丸子ドドンコ」 
7日●上丸子商店街 
真田まつり 
7日●運動公園 
マルメロの駅ながと夏祭り 
中旬●道の駅  マルメロの駅ながと 
武石村夏祭り 
12日～15日●武石村内 
みまきドカンコ 
14日●北御牧グラウンド 
ふるさと宿場みこしin和田 
14日●和田村内宿場街道 
鷹山ファミリ－牧場祭夏祭り 
下旬●鷹山ファミリ－牧場 

上旬●上田駅温泉口付近千曲川 
1日（予定）●運動公園 
7日●運動公園 
8日●海野宿近辺千曲川 
8日●町営グラウンド 
14日●村民グラウンド 
14日●和田宿街道線 

第17回上田の大花火大会… 
青木村花火大会………… 
真田まつり……………… 
花火大会………………… 
納涼花火大会…………… 
納涼花火大会…………… 
花火大会………………… 

夏祭り 夏祭り 夏祭り 

花火大会 花火大会 花火大会 

一本木諏訪神社御柱祭り 

アイリス祭り 

子どもフ
ェスティ

バルinび
んぐし 

…上田市　　…東御市　　　…丸子町　　…長門町　 

…真田町　　…武石村　　　…和田村　　…青木村 

…坂城町　　…依田窪4町村 

凡
　
例
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7月 

8月 

上田地域広域連合では、平成15年度中に次の皆さ
んから寄付やボランティア活動をしていただきました。
紙面をもちまして、厚くお礼申し上げます。 

�陽寿荘……�ポータブルトイレ 2台 
　　　　　　�介護ベッド移動用バー 2基 
　　　　　　　長野県労働金庫丸子支店様 

�徳寿荘……ベッドサイドキャビネット 4台 
　　　　　　　長野県労働金庫丸子支店様 

�大星斎場…養護老人ホーム上田市報恩寮の皆さん 
　　　　　　　大星斎場内の草取り、清掃活動 

�依田窪斎場…丸子ライオンズクラブの皆さん 
　　　　　　　依田窪斎場内の草取り、清掃活動 

善意に対するお礼 

　全国各地で市町村合併の議論がされるなか、当地域
内でも将来の地域のあり方について様々な話し合い
が行われています。 
　小県郡東部町と北佐久郡北御牧村では、平成14年9月17
日に設置した法定合併協議会で協議を重ね、平成16年4月 
1日に合併し、県内では千曲市に次ぎ2番目となる東御市が誕生します。 
　佐久広域連合に加入していた北御牧村の区域は新市発足にあわせ上田地域広
域連合に加わることになり、これまで1市5町3村1組合で構成されていた上田地域
広域連合は、平成16年4月1日から2市4町3村1組合となります。 
　上田地域広域連合が現在行っている事務事業につきましては、東御市加入後も北
御牧村区域の一部の事業を除き引き続き行っていきます。 

平成16年4月1日東御市が発足し、 
上田地域広域連合に加入します 
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